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辰災がれきの
広域几理 1949年､東京生まれ､1986年､青山貞一氏

(耳三京都市大学名誉教授)と環境問題専門の

シンクタンクを設立。副所長を経て現職。

間
も
な
く
震
災
か
ら
一
年
半
に

な
る
が
、
が
れ
き
全
体
の
処
理
・

児
ら
よ
く

処
分
の
進
捗
率
は
、
被
災
一
一
一
県

（
岩
手
ｄ
宮
城
Ⅲ
福
島
）
全
体
で

鋼
％
に
す
ぎ
な
い
Ｃ
ｌ
方
で
、
今

年
五
月
以
降
、
広
域
処
理
の
対
象

で
あ
る
宮
城
・
岩
手
両
県
の
が
れ

き
推
計
量
は
大
幅
に
下
方
修
正
さ

う
ｒ
》
め
ど

れ
「
被
災
地
域
で
の
処
理
の
目
処

が
立
っ
た
の
で
、
既
に
受
け
入
れ

を
開
始
し
て
い
る
自
治
体
以
外
の

新
規
自
治
体
へ
の
依
頼
は
行
わ
な

い
」
と
’
政
府
筋
か
ら
の
発
表
も

あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依

然
と
し
て
こ
の
問
題
は
国
論
を
二

分
し
、
反
対
す
る
の
は
「
曰
本
人

に
あ
ら
ず
」
と
い
う
空
気
が
根
強

い
。
い
ち
早
く
受
け
入
れ
を
開
始

し
た
東
京
都
を
例
に
、
そ
の
実
態

を
見
て
み
た
い
。

都
は
、
昨
年
六
月
に
七
十
億
円

の
補
正
予
算
を
組
み
、
都
議
会
で

の
議
決
を
経
て
秋
に
は
岩
手
・
宮

城
両
県
と
相
次
い
で
協
定
を
結
び

十
一
月
か
ら
処
理
を
開
始
し
た
。

全
体
で
五
十
万
少
の
が
れ
き
を
受

け
入
れ
る
と
し
、
平
成
二
十
四
年

度
は
百
七
億
円
、
三
カ
年
度
で
総

額
二
百
八
十
億
円
を
見
込
ん
だ
。 JJililliil

だ
ん
ろ
ん

都.の受け入れ妥当■か

五
十
万
ト
ン
の
処
理
は
、
四
十
万
少

を
産
廃
ル
ー
ト
、
残
り
十
万
少
を

一
廃
ル
ー
ト
（
一
一
十
三
区
内
の
清

掃
工
場
と
多
摩
地
域
の
灰
溶
融
施

設
を
も
つ
清
掃
工
場
）
で
引
き
受
．

け
る
こ
と
と
し
た
。
」
廃
ル
ー
ト

は
最
終
的
に
は
二
十
一
一
一
区
が
五
万

少
だ
が
、
多
摩
部
は
一
万
少
に
減

ら
し
た
。

し
か
し
、
相
次
ぐ
が
れ
き
推
計

量
の
下
方
修
正
に
よ
り
広
域
処
理

希
望
量
の
う
ち
焼
却
処
理
対
象
量

は
、
百
七
十
五
万
ト
ン
か
ら
五
十
万

ノ
ヘ
と
七
割
減
少
。
さ
ら
に
宮
城

・
岩
手
両
県
は
、
見
直
し
前
の
推

計
量
を
基
に
「
災
害
廃
棄
物
処
理

業
務
」
を
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
Ｊ
Ｖ
等

に
発
注
し
（
総
額
約
四
千
三
百
億

円
）
、
そ
の
中
で
仮
設
焼
却
炉
三

十
一
基
（
処
理
能
力
日
量
四
千
六

百
九
十
ト
ン
）
を
建
設
、
七
月
か
ら

本
格
稼
働
さ
せ
る
。
全
焼
却
対
象

が
れ
き
量
と
仮
設
焼
却
炉
の
処
理

か
ど
う

能
力
・
稼
働
曰
数
か
ら
計
算
す
る

と
、
期
限
内
（
平
成
二
十
五
年
度

末
ま
で
）
に
す
べ
て
現
地
だ
け
で

処
理
可
能
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

だ
。都
は
予
算
措
置
を
し
た
が
、
実

蝋

塑
酉
の
些
曰
時
の
ご
意
員
穿
毎
露
っ
て
い
ま
す

際
の
契
約
は
被
災
県
と
都
の
外
郭

団
体
で
あ
る
衷
泉
都
環
境
整
備
公

社
の
問
で
行
い
、
都
は
同
公
社
に

資
金
の
貸
し
付
け
を
行
っ
た
。
同

公
社
は
廃
棄
物
処
理
施
設
管
理
事

業
等
を
行
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
自
ら
は
処
理
を
行
わ
ず
民

間
産
廃
業
者
三
社
に
破
砕
・
分
別

を
委
託
、
一
一
一
社
は
焼
却
ご
み
を
東

京
臨
海
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ワ
ー
（
東

電
を
筆
頭
株
主
と
す
る
東
電
グ
ル

ー
プ
会
社
）
に
随
意
契
約
で
発
注

し
て
い
る
。

被
災
県
し
公
社
し
破
砕
・
分
別

業
者
上
焼
却
処
理
業
者
↓
東
京
都

中
央
防
波
堤
沖
最
終
処
分
場
（
灰

の
埋
め
立
て
）
と
い
う
流
れ
と
な

る
。
が
れ
き
の
広
域
処
理
は
既
に

必
要
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
都

八
●
置
戸
】
。
』
Ｅ
ロ

(iiiiiiiiliili)驫毒童雲
産業廃棄物（産廃）とは事業

活動に伴って生じた廃棄物の

うち、燃え殻、汚泥、廃油、

廃酸、廃アルカリ、廃プラス

チック類その他政令で定める

廃棄4勿のことで、一般廃棄物

（－廃）は家庭や事業所力､ら

排出されるごみで産廃以外の

廃棄物のことをいう。

の
関
連
予
算
の
八
割
が
最
終
的
に

産
廃
ル
ー
ト
の
た
め
に
貸
し
付
け

ら
れ
、
」
廃
ル
ー
ト
で
は
公
社
が

区
・
市
の
一
部
事
務
組
合
に
焼
却

処
理
を
委
託
し
て
い
る
。
受
け
入

れ
に
手
を
上
げ
た
都
は
公
社
を
利

用
し
て
直
接
関
与
を
避
け
、
議
会

の
議
決
も
逃
れ
て
お
り
、
都
民
や

区
・
市
の
自
治
は
な
い
が
し
ろ
に

さ
れ
て
い
る
。

一
部
区
民
に
よ
る
監
査
請
求
も

起
こ
さ
れ
た
。
広
域
処
理
は
、
そ

の
必
要
性
、
経
済
面
・
環
境
面
か

ら
の
妥
当
性
に
つ
い
て
も
疑
問
が

多
く
、
住
民
や
基
礎
自
治
体
の
参

加
や
合
意
形
成
を
無
視
し
た
も
の

で
も
あ
り
、
全
面
的
な
見
直
し
が

急
務
で
あ
る
。


